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佐藤直美氏
アートジュエリー部門

「Spring !」

岩崎智子氏
人形部門

「童話のおうち～ちい
さなガラスのお話～」

Flower Flow氏
アートジュエリー部門

「ディープバイオレット
（調和と循環の世界）」

梅村里美氏
アートジュエリー部門

「ゆきどけ
～奥入瀬より～」

浅見聡子氏
ファブリックアート部門

「越後線 春の情景」
（写真は部分）

亀井ひとみ氏
フラワーアート部門

「Botanical
(accessory world)」

工藤すみ子氏
バッグ部門

「未来へ の希望」

haru.氏（U-25）

ペイント アート部門
「夢の つづき」

表彰式欠席

〈金賞〉厚生労働大臣奨励賞

Ａ
Ｊ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト 

２
０
２
２

　

財
団
が
後
援
し
、
協
賛
会
員
の
㈱
オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ス
が
実
行
委
員
会
を
運
営
す
る
「
Ａ
Ｊ

Ｃ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
」
の
表
彰

式
が
、
７
月
１
日
、
東
京
都
美
術
館
の
講
堂
に
て
開
催

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
和
ら
い
だ
今
年
は
エ
ン

ト
リ
ー
が
約
30
点
増
え
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
作
品
も

目
立
っ
た
。生
涯
学
習
開
発
財
団
賞
は
６
作
品
に
授
与
。

表
彰
式
後
、
上
位
入
賞
作
品
を
囲
ん
で
、
作
品
の
背
景

や
技
術
に
つ
い
て
熱
心
に
交
流
が
行
わ
れ
た
。
高
橋
良

子
審
査
員
は
講
評
で
、
男
性
や
海
外
か
ら
の
出
品
者
が

増
え
た
こ
と
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
し
っ
か
り
し
た
作
品
が

増
え
た
こ
と
を
評
価
し
た
。展
示
は
終
了
し
て
い
る
が
、

展
示
映
像
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
中
（
詳
細
は
Ａ
Ｊ

Ｃ
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

東
京
都
美
術
館

主
催
：
Ａ
Ｊ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

財
団
後
援
事
業

表彰式後には上位入賞作品を囲んでの交流会が行われた。

〈大賞〉内閣総理大臣賞

watanuki氏
刺しゅう部門

「森の中」（写真は部分）

プレゼンター
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・
５
秒
以
内
に
消
え
る
か
く
れ
ん
ぼ
ゲ
ー
ム

・
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
人
の
み
画
面
上
に
残
る

・
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
ち
抜
き
ゲ
ー
ム

・
一
瞬
で
画
面
を
真
っ
赤
に
す
る
方
法

　

こ
れ
ら
は
ワ
ー
ク
で
用
い
る
画
面
操
作
の
準
備

運
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
参
加
者
の
慣
れ
・
不
慣

れ
を
確
認
す
る
意
味
も
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

通
信
環
境
の
悪
い
人
に
合
わ
せ
る
の
が
鉄
則
と
い

う
。
高
齢
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ビ
デ
オ
接
続
で

き
な
い
人
が
い
た
た
め
、
急
遽
そ
の
日
は
声
だ
け

で
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
と
い
う
切
り
口
に
し
て
、
そ

れ
な
り
に
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
だ
。

■ 

お
互
い
に
場
作
り
を
す
る
意
識
が
大
事

　

新
井
氏
が
紹
介
し
た
ワ
ー
ク
は
、
お
も
に
不
登

校
の
子
供
た
ち
や
知
的
障
害
の
子
ど
も
た
ち
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
高
齢
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
行
っ
た
、
体
を
使
う
ワ
ー
ク
を
ア
レ
ン
ジ
し

財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る 

■ 

第
29
回 

レ
ポ
ー
ト

て
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
。

　
「
ふ
だ
ん
絶
対
自
分
ひ
と
り
で
は
恥
ず
か
し
く

て
や
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
受

け
入
れ
て
く
れ
る
相
手
、
場
が
あ
る
こ
と
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
互
い
が
引
き
出
し
あ
い
、

盛
り
上
げ
る
意
識
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
」
と
、
場

作
り
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
多
元
的
共
生

社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る
」。
多
様
性

や
多
文
化
共
生
と
い
う
の
も
の
は
、
言
葉
で
訴
え

る
だ
け
で
な
く
、
つ
な
が
っ
て
い
る
感
覚
、
一
緒

に
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
体
感
が

大
切
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
一
体
感
や
場
を
、
ど
の
よ
う
に
生
涯
学
習
に
活

か
し
て
い
く
か
、
実
践
者
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

■ 

振
り
返
り
か
ら

・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会
議
や
講
座
形
式
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
経
験
は
多
い
が
、
こ
う
い
う
体
験
は
初

め
て
。
大
人
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
、

遊
び
感
覚
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
い
。

・
最
初
か
ら
不
慣
れ
な
人
に
合
わ
せ
る
場
だ
と
思

え
ば
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
で
す
む
。

・
新
井
さ
ん
の
ワ
ー
ク
に
は
何
回
か
出
て
い
る
が
、

　

体
を
動
か
す
ワ
ー
ク
は
記
憶
に
残
る
し
、
何
よ

り
楽
し
い
。
コ
ロ
ナ
以
前
を
思
い
出
し
、
そ
う
だ

っ
た
な
と
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
こ
こ
ま
で
で
き
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

会
議
や
講
義
だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
は
手
段
の
ひ
と
つ
に
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
画
面
越
し
の
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
難
し
さ
が
あ
る
。
講

2022年9月3日　オンライン開催
■講師
新井 英夫

（体奏家・ダンスアーティスト）
1966年埼玉県生まれ。自然をお手本に余計な力を抜く「野口
体操」を創始者野口三千三氏より学び深い影響を受ける。投げ
銭方式の駅前ひろば野外劇など、つながりをマチに創出するユ
ニークな劇団活動主宰を経て、のち独学でダンスへ。国内外で
の舞台活動との両輪として、障がいの有無を越えて乳幼児から
高齢者まで幅広い方を対象にした身体表現&コミュニケーショ
ンのワークショップ「ほぐす・つながる・つくる」を教育・福祉・
社会包摂等に関わる場で展開中。 青山学院大学社会情報学部
プロジェクト教授、国立音楽大学ほか非常勤講師。

●共催：一般社団法人ワークショップデザイナー開発機構／青山学
院大学 社会情報学部附置社会情報学研究センター
●協力：青山学院大学 社会情報学部ワークショップデザイナー育成
プログラム事務局

師
の
新
井
英
夫
氏
は
“
体
奏
家
”
を

名
乗
り
、
身
体
と
感
覚
を
使
っ
た
学
び
を
追
求
し

続
け
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
相
手
を
感

じ
、
場
の
共
有
を
可
能
に
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
“
つ
な
が
る
”
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
」

を
約
70
名
の
参
加
者
と
体
感
し
た
。

■ 

通
信
環
境
の
悪
い
人
に
合
わ
せ
る

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
が

あ
り
ま
す
が
、
身
体
性
＝
体
を
使
う
こ
と
、
即
興

性
＝
そ
の
場
で
起
こ
る
こ
と
、
共
同
性
＝
そ
こ
に

い
る
人
達
が
誰
一
人
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
存

在
と
し
て
物
事
を
共
有
す
る
こ
と
、
一
緒
に
何
か

を
作
る
こ
と
。
今
日
は
そ
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
」

　

自
己
紹
介
の
後
は
、
さ
っ
そ
く
簡
単
な
ゲ
ー
ム

で
始
ま
っ
た
。

ワーク中の空気づくりやワーク転換の合
図などに、おもちゃの楽器を効果的に
活用していた。

約70名がオンラインで参加した（写真は一部）。

オン
ラインでも“

つながる”ワークショップ
デ
ザ
イ
ン

体験
しながら学ぶ！ 多元的共生社会における

生涯学習を考える 第29回
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ア
イ
デ
ア
が
面
白
い
。

・
先
生
の
視
点
で
他
の
参
加
者
を
見
ら
れ
る
の
は

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ

と
ワ
ー
ク
で
も
飲
み
会
で
も
、
1
対
1
、
グ
ル
ー

プ
、
１
対
全
員
な
ど
、
つ
な
が
り
方
が
簡
単
に
切

り
替
え
ら
れ
る
点
が
面
白
い
と
感
じ
る
。

・
２
〜
４
人
に
振
り
分
け
ら
れ
て
の
ワ
ー
ク
は
、

最
初
緊
張
す
る
が
、
話
し
始
め
る
と
す
ぐ
に
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
ク
す
る
。
や
は
り
場
の
共
有
感
か
。

■ 

質
疑
応
答

Q　

ワ
ー
ク
を
す
る
と
き
に
あ
ま
り
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
を
し
な
い
方
も
い
る
。
強
制
す
る
の
は
良
く
な

い
が
、
う
ま
く
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
方
法

は
あ
る
か
？

A　

大
切
な
の
は
場
作
り
。「
い
い
ね
」
を
な
に

か
グ
ッ
ズ
で
表
現
す
る
と
か
、
必
ず
帽
子
を
か
ぶ

る
ド
レ
ス
コ
ー
ド
と
か
。『
オ
ン
ラ
イ
ン
の
あ
た

た
か
い
場
づ
く
り 

自
主
研
究
ノ
ー
ト
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ハ
ン
ズ
オ
ン
埼
玉
）
も
参
考
に
な
る
。

Q　

家
族
が
い
る
と
こ
ろ
で
今
日
の
ワ
ー
ク
を
や

る
の
は
恥
ず
か
し
い
が
。

A　

学
生
が
空
き
教
室
や
屋
外
か
ら
参
加
す
る
こ

と
は
あ
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
Ｎ
Ｇ
で
、
気
に
な

る
背
景
を
話
題
に
や
る
の
も
い
い
か
も
。

Q　

不
登
校
の
子
ど
も
や
言
葉
が
通
じ
な
い
子
ど

も
た
ち
へ
の
ワ
ー
ク
や
サ
ポ
ー
ト
は
。

A　

自
分
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
。

参
加
し
な
い
で
見
て
る
だ
け
の
子
供
が
チ
ャ
ッ
ト

だ
け
参
加
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
チ
ャ
ッ
ト
専
用

の
応
援
者
な
ど
も
良
い
。
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
の

は
嫌
だ
け
ど
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
や
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
の
参
加
は
Ｏ
Ｋ
と
い
う
子
も
い
る
。

皆でいっせいに画面を森の色にするワーク
10秒間で、皆で画面を森の色にしようというワーク。それぞれが身
近な緑色のものを調達しカメラにかざしたほか、ヴァーチャル背景
を切り替える人も。答えは一つじゃないことを可視化する。100gや
1mに近いものを持ち寄り、加減してぴったりにするなど発展可能。

鏡ごっこ（ミラーリング）ワーク
1対1で相手の動きのマネをする。指先だけをアップにしたり、鼻の
頭をもぞもぞしたり、画面から離れていったん消えて下から出てき
たり画面ならではの動きを意識してみる。重度障害を持つ人の指先
の動きを真似するなどバリアフリーな可能性も含んでいる。

皮膚感覚を想像力で受け渡すワーク
ティッシュで顔をなでるなどしてから画面越しに相手に渡し、相手
もそれをやる。これを交互に行うことで相手が感じた皮膚感覚を擬
似体験する。音と画像では味覚・嗅覚・触覚などは伝えられないが、
想像力で補うことでコミュニケーションを深められるという試み。

何やってるんですか？即興表現ワーク
Ⓐ即興で何かを表現する Ⓑ何やってるんですか？ Ⓐ卓球やってます
Ⓑ卓球を表現する Ⓒ何やってるんですか？ Ⓑ料理してます Ⓒ料理
を表現する Ⓓ何をやってるんですか？ と繰り返す。写真は自由なオ
ノマトペを表現するワーク。周りの盛り上げ（場作り）が重要。

ジョン・ケージの名曲「4分33秒」を実践するワーク
わざわざ音楽家が音を奏でなくても世界は豊かな音に溢れているは
ずというコンセプトを実践。4分33秒の間に聞こえた音を各自が線
や記号で表現し、後で発表。普段気にしてない小さな音に耳を向け
ることで、多様性や自分の内面への気付きが得られることも多い。

森のダンスワーク
自分が好きな振る舞いをしていい、人のマネをしていい、飽きたら
何もせずボーっとしてもいい。外でそっと見守ったり、邪魔しなけ
れば出たり入ったりしてもいい。必ずしも全員が盛り上がって参加
しなくてもよいのだと、多様性を体感として感じることも大事。
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